
R��冷媒採用機種

設備用途に求められる信頼性はそのままに、
環境負荷低減に貢献するR��冷媒を採用。
脱炭素社会に向けたニーズにお応えします。

ラインアップ

冷媒センサーを室内ユニットに内蔵

使いやすさとメンテナンス性を
追求した設備用空調の新定番！

�
馬力

�
馬力

省メンテナンスで新鮮な
外気を導入。

オールフレッシュタイプ
�
馬力

天吊設置で床スペースを
有効活用。

工場用天吊形 �
馬力

工場用天吊形

����年�月より、設備用パッケージエアコンはフロン
排出抑制法に基づき、指定製品※�となります。
省エネ性能や環境負荷低減への要求が高まる中、三菱
電機は地球温暖化係数（GWP※�）の低いR��冷媒を採用
した新機種をラインアップ。脱炭素社会に向けたニーズ
にお応えします。

なぜ今、R��冷媒なのか？
R��冷媒は微燃性冷媒（A�L）に分類されています。安心してご使用いただくため、日本冷凍空調工業会
が定めるガイドライン（JRA GL-��：����※�・GL-��：����）に基づき、安全対策が必要となります。

室内ユニット内に冷媒センサーを標準搭載。
万一の冷媒漏えいをすばやく検知します。

R��冷媒を安心してご使用いただくために

※�. 新設及び冷媒配管一式の更新を伴うものに限り、電算機用、中温用、一体型等の特定用途対応機器等を除きます。（出典：JRA GL-��：����を一部変更）
※�. GWP：CO�を�とした場合の温室効果の強さを示す値です。
※�. ����年度から設備用パッケージエアコンは指定製品となり、製造事業者には使用冷媒のGWPを加重平均で���以下を目標とする基準が設定されています。（出典：JRA GL-��：����を一部変更）
※�. 出典「IPCC第�次評価報告書」温暖化係数（GWP）���年値。�,���（R���A）と���（R��）との比較です。
※�. 本製品はGL-��の適用範囲外です。GL-��に関する記載は、関連情報として掲載しています。
※�. 高さが�.�m以上のものであって、室内の床面に置かれ、主に水平方面に温調された空気を吹き出す、かくはん機能を搭載した、空調システムで使用される室内機です。（出典：JRA GL-��：����の�.�を一部変更）

かくはん機能の搭載
必 須

検知器 警報装置

＊床置トールボーイ室内機※�の場合、
検知器の内蔵が必須です。

＊検知器は�年ごとの交換が必要です。

床置トールボーイ
室内機※�の場合必須

換気装置

遮断装置

安全装置の選択

or

安全対策の方式指定製品化制度 目標値
※�GWP ���

R���A冷媒

�,���
GWP

R��冷媒

���
GWP

JRA GL-��・GL-��に基づく安全対策 ＜日本冷凍空調工業会ガイドライン「JRA GL-��」「JRA GL-��」＞

JRA GL-��
微燃性（A�L）冷媒を使用した設備用エア
コンの冷媒漏えい時の安全確保のための
施設ガイドライン

JRA GL-��
特定不活性ガスを使用した冷媒設備の冷媒
ガスが漏えいしたときの燃焼を防止するため
の適切な措置

�

MAスマートリモコン※�に警報機能を搭載
冷媒漏えい検知時に、MAスマートリモコンが
音と点滅で異常をお知らせします。
見やすい画面で、状況を的確に確認できます。

�

安全遮断弁を室外ユニットに内蔵
室外ユニットに安全遮断弁を標準搭載。
別途、遮断弁キットの設置は不要です。

�

かくはん機能を搭載
冷媒漏えい検知時に室内ユニットが空間の空気をかくはんするた
めに送風運転（かくはん運転）を行います。本機能は床置形（床置
トールボーイ室内機）に搭載が必須となっている機能ですが、当社
の工場用天吊形にも標準搭載しています。

�
警報機能

搭載!

三菱電機なら安全対策を標準搭載！

新登場！新登場！

※�

約 �
地球温暖化

係数

※�

�

＊安全対策要否判定は日本冷凍空調工業会「JRA GL-��」「JRA GL-��」からご参照ください。

安全遮断弁の標準搭載で
施工の手間、コスト削減に貢献

冷媒センサー

※�. 工場用天吊形をご使用の場合、リモコンは室内ユニットには付属していませんので別途手配が必要です。

パッケージエアコン設備用



●室内ユニット別売部品・受注対応表
室内ユニット
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MP140T形

※3

※4

室内ユニットドレンパンSUS仕様
特殊銅管カチオン電着塗装
特殊銅管防食仕様
除湿運転機能仕様
冷房機能限定仕様
昇降フィルターボックス（標準仕様：鋼製チェーン）※1 ※2
昇降フィルターボックス（SUSチェーン仕様）受注生産※1 ※2
フィルター（PS-150）※1 ※2
フィルター（オイルフィルター）※2
円形ダクトフランジ
プレナムチャンバー
フレキシブルダクト
設備用MAスマートリモコン ※1

遮断弁キット
フロンガス警報器（熱伝導式）
フロンガス警報器用インターフェース

安全部品

■仕様表

セット形名（馬力） PCHV-MP140DM(5馬力)
タイプ シングル

室内ユニット形名 PCAV-MP140TDM
室外ユニット形名 PUHV-MP140DMJ-C
電　源 三相200V（50/60Hz）

12.5（14.0）
14.0（16.0）
4.16/4.21
3.62/3.67
4.1
0.79

600×1145×900
112
38

70/50（155/225）
0.20

981×1050×330（+40）
95

全密閉形
2.93
0.200
74

前、右、後、下
70
80
50/40

φ9.52/φ15.88
乾球－15℃～43℃/湿球－20℃～15.5℃

－

リモコン・昇降フィルターボックス
（標準仕様：鋼製チェーン/SUSチェーン仕様）・

フィルター（PS-150/オイルフィルター）

能　力（最大） kW
kW
kW
kW

mm
kg

m3/min
Pa
kW
mm
kg

kW
kW
dB

m
m
m
mm
℃

消費電力
（50Hz/60Hz）

SHF
APF2015

室内
ユニット

室外
ユニット

延長配管

高低差内外
接続配管径
運転可能外気温度範囲

高圧ガス保安法区分

必須別売部品

冷　房
暖　房
冷　房
暖　房

高さ×幅×奥行

高さ×幅×奥行

形　式
出　力

実　長
相当長
（外上）/（外下）
液/ガス
冷房/暖房

外形寸法
質　量
風　量
機外静圧（50Hz/60Hz）
電動機出力
外形寸法
質　量

圧縮機

送風機電動機出力
騒音PWL
配管取出し方向

工場用天吊形
●室外ユニット別売部品・受注対応表

注1.冷暖房能力および運転特性はJISB8616:2025による条件（冷房時：室内側吸込空気乾球温度27℃ 湿球温度19℃、室外側吸込空気乾球温度35℃、暖房時：室内側吸込空気乾球温度20℃、室外側
吸込空気乾球温度7℃ 湿球温度6℃）での値です。（　）内は最大値を示します。　注2.騒音値はJISB8616:2025「パッケージエアコンディショナの音響パワーレベル試験方法」に基づいた値です。実際に据え
付けた状態で測定すると、周囲の騒音や反響などを受け、表示値より大きくなるのが普通です。 注3.組み込む別売部品の種類によっては電気特性、風量、機外静圧、騒音値等が変化する場合があります。詳細は
設計工事マニュアルをご覧ください。　注4.本製品を長く安心してお使いいただく為には定期的な保守・点検が必要です。各部品の点検・保全周期については日本冷凍空調工業会発行のガイドラインを参考にし
てください。　注5.昇降フィルターボックス（別売部品）と昇降フィルターボックス用のフィルター（別売部品）を必ずご使用ください。　注6.暖房運転において、外気温度が低い条件や、室内ユニットの吸込温度が
低い条件では、暖房能力がカタログ記載の定格能力よりも低下します。これらの条件が想定される場合は、必要暖房能力が確保できるかどうか、設計工事マニュアルなどでご検討いただき、機器・容量およびシステ
ム選定にご注意をお願いします。　注7.室内ユニット周囲空気が露点温度23℃以上で長時間運転されますと、室内ユニットの結露水が垂れて水漏れになるおそれがあります。 注8.機外静圧の（　）内値は機外
静圧変更設定時の値です。　注9.冷房運転で16時間連続運転した場合、サーモOFFします。

防食仕様
重防食仕様
圧力計
集中ドレンパン

室外ユニット高静圧仕様（60Pa）
積算時間計
アクティブフィルター
ベースヒーター
凍結防止ヒーター
エアガイド
吹出ガイド
ドレンソケット
安全ネット
背面用網

室外ユニット

防雪
フード

吹出側
吸込側（左右）
吸込側（後）

MP140形
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※6

※6（左）

※5

※5

※5

※6

※1. リモコン、フィルター、フィルターボックスは室内ユ
ニットには付属していませんので別途手配が必要
です。

※2. 必須別売部品です。どちらか一方の手配が必要
です。

※3. 弊社指定 日本電化工機株式会社にて対応。
または冷熱システム製作所内で受注対応いたし
ます。

※4. 室外ユニット内蔵のため設定がありません。
※5. 凍結防止ヒーターとドレンソケット、および集中ドレ

ンパンとの併用はできません。周囲温度0℃以下
になるところでは使用しないでください。

※6. 株式会社ヤブシタで取り扱っています。
詳細は下記の連絡先からお問い合わせください。

耐塩害、耐重塩害仕様にも受注にて対応いたします。

●室内ユニット別売部品・受注対応表
MP167形
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室内ユニット
防食仕様
PE（ソフトテープ）断熱材仕様
静風圧変更
外部風量制御
室内ユニットドレンパンSUS仕様
冷房機能限定仕様

霜取運転出力コネクター
遠方操作キット
設備用MAスマートリモコン（2箇所リモコン用）
サーミスタ取付位置変更部品

オイルフィルター
エリミネータ（ビニロック）
エリミネータ（SUS）

HEPAフィルター
中・高性能フィルター
予備フィルター
フィレドンフィルター
吹出ダクト用相フランジ
吹出ダクトフランジ
外気取入フランジ
プレナムチャンバー
吸込ダクトフランジ
ベーパーパン加湿器
蒸気スプレー加湿器
電気ヒーター（補助）
蒸気・温水ヒーター※2

リモコンカバー
架台
木台

加熱器※1

加湿器※1

風路部品

エアフィルター

電気部品

安全部品
－※3
▲
▲

遮断弁キット
フロンガス警報器（熱伝導式）
フロンガス警報器用インターフェース

※1. 加湿器・加熱器は暖房運転時のみ有効です。　
冷房時の加湿・再加熱はできません。

※2. 蒸気・温水ヒーター使用時は、室温制御でご使用
ください。吹出温度制御で使用すると、サーモ
ON/OFFを繰り返し、吹出温度が安定しません。

※3. 室外ユニット内蔵のため設定がありません。
※4. 凍結防止ヒーターとドレンソケット、および集中ドレ

ンパンとの併用はできません。周囲温度0℃以下
になるところでは使用しないでください。

オールフレッシュタイプ

注1.冷暖房能力および運転特性はJRA4074:2017による条件（冷房時：室内側吸込空気乾球温度33℃湿球温度28℃、室
外側吸込空気乾球温度33℃　暖房時：室内側吸込空気乾球温度7℃、室外側吸込空気乾球温度7℃、湿球温度3℃）での値
です。（　）内は最大値を示します。　注2.騒音値はJISB8616:2025「パッケージエアコンディショナの音響パワーレベル試験方
法」に基づいた値です。実際に据え付けた状態で測定すると、周囲の騒音や反響などを受け、表示値より大きくなるのが普通です。　注3.室内ユニット吸込空気乾球温度が冷房時15℃以下、暖房時25℃
以上で強制サーモOFF（送風状態）になります。　注4.室内ユニット吸込空気乾球温度は－3℃以上でご使用ください。－3℃未満では室内ユニットに結露が生じることがあります。　注5.室内ユニット吸込
空気乾球温度が5℃以下の場合には、加湿器凍結防止・冷風感防止のため、強制的に暖房運転することがあります。また、異常時・除霜時はファンが停止しますが、加湿器を搭載しない場合や、暖房時に冷
風吹き出しの影響を受けない場合はスイッチ設定によりファン運転可能です。詳細は設計工事マニュアルをご覧ください。　注6.室温制御で温度センサー（PAC-SE40TS-W）を使用される場合は、部屋の
平均的な温度を検知できる場所に取り付けてください。※温度センサー（PAC-SE40TS-W）は別売部品です。別売MAスマートリモコン（2ヶ所リモコン）を室内に設置される場合は、リモコン内蔵センサーを
使用して室温制御可能です。また、吹出空気温度制御にすることも可能です。詳細は技術資料をご覧ください。サーモOFFすると外気が直接室内に吹き出しますので、施工には十分ご注意ください。外気が
人体や食品に直接当たると外気温度によっては健康障害や食品劣化等の原因になります。　注7.本機を室温制御に使用する場合は、オールフレッシュタイプ以外の空調機を併用してください。エアコンの
運転状態により外気が未処理で室内に入り、室内の温湿度が大きく変化する場合があります。また、室内の除湿は直接行えませんので、室内の湿度が高くなるおそれがあります。そのため吹出グリル等の結
露に十分注意願います。吸込・吹出ダクトは結露防止のための断熱処理を必ず行ってください。　注8.室内ユニット周囲空気が露点温度23℃以上で長時間運転されますと、室内ユニットの結露水が垂れて
水漏れに至るおそれがあります。そのような条件で使用する可能性がある場合は、室内ユニットの表面全てに断熱材（10～20mm）を追加し、結露しないようにしてください。　注9.本製品を長く安心してお使
いいただくためには定期的な保守・点検が必要です。各部品の点検・保全周期については、日本冷凍空調工業会発行のガイドラインを参考にしてください。　注10.蒸気・温水ヒーター及び加湿器は、冷房時
ご使用できません。　注11.データモニタリング機能は、2リモコンでご使用の場合「主－従」設定で「主」に設定したリモコンのみご使用できます。
注12.冷房運転時下記の場合は安定した運転のためにエアガイド（P80・140形）の取付が必要です。　
・室外ユニット吸込温度が－5℃未満の場合　・室外ユニット吸込温度が10℃以下で風や雪の影響を受ける環境の場合

受注生産品  一般空調用■仕様表
セット形名（馬力） PFHV-MP167DMJ-F(5馬力) PFHV-MP167DMJ-C-F(5馬力)
室内ユニット形名 PFAV-MP167DMJ-F PFAV-MP167DMJ-F
室外ユニット形名 PUHV-MP140DMJ PUHV-MP140DMJ-C
電　源 三相200V（50/60Hz）

14.0（16.7）
12.5（14.0）
3.20
3.12
0.39

1750×760×580
135
20
30
1.2

981×1050×330（+40）
96

全密閉形
2.93
0.200
74

前、右、後、下
70
80
50/40

φ9.52/φ15.88
乾球15℃～43℃/湿球－6.5℃～22.5℃

－

能　力（最大） kW
kW
kW
kW

mm
kg

m3/min
Pa
kW
mm
kg

kW
kW
dB

m
m
m
mm
℃

消費電力

SHF

室内
ユニット

室外
ユニット

三相200V（50/60Hz）
14.0（16.7）
12.5（14.0）
3.20
3.12
0.39

1750×760×580
135
20
30
1.2

981×1050×330（+40）
95

全密閉形
2.93
0.200
74

前、右、後、下
70
80
50/40

φ9.52/φ15.88
乾球15℃～43℃/湿球－6.5℃～22.5℃

－

延長配管

高低差内外
接続配管径
運転可能外気温度範囲
高圧ガス保安法区分

冷　房
暖　房
冷　房
暖　房

高さ×幅×奥行

高さ×幅×奥行

形　式
出　力

実　長
相当長
（外上）/（外下）
液/ガス
冷房/暖房

外形寸法
質　量
風　量
機外静圧（50Hz/60Hz）
電動機出力
外形寸法
質　量

圧縮機

送風機電動機出力
騒音PWL
配管取出し方向

●室外ユニット別売部品・受注対応表
室外ユニット

防食仕様
重防食仕様
圧力計
集中ドレンパン
積算時間計
アクティブフィルター
高静圧キット 
凍結防止ヒーター
ベースヒーター 
エアガイド
吹出ガイド
ドレンソケット
安全ネット
背面用網

MP140形
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▲
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※4

※4

※4

注. 冷房運転で圧縮機の24時間連続稼動が必要となる特殊空
調用途ではご使用になれません。

耐塩害、耐重塩害仕様にも受注にて対応いたします。

●室外ユニット別売部品・受注対応表　　

室外ユニット

防食仕様
重防食仕様
圧力計
集中ドレンパン
積算時間計
アクティブフィルター
高静圧キット 
凍結防止ヒーター
ベースヒーター 
エアガイド
吹出ガイド
ドレンソケット
安全ネット
背面用網

MP80形・ 
MP140形
■
■
■
▲
■
－
－
▲
－
▲
▲
▲
▲
－

※8

※8

※8

●室内ユニット別売部品・受注対応表

防食仕様
PE（ソフトテープ）断熱材仕様
静風圧変更
外部風量制御仕様
室内ユニットドレンパンSUS仕様
カチオン電着塗装
特殊銅管防食仕様
特殊銅管カチオン電着塗装防食仕様
冷房機能限定仕様
除湿運転仕様

霜取運転出力コネクター
遠方操作キット

設備用MAスマートリモコン（2箇所リモコン用）
サーミスタ取付位置変更部品

木台

リモコンカバー
架台

加
熱
器

エ
ア
フ
ィ
ル
タ
ー

エリミネータ（SUS）
エリミネータ（ビニロック）
オイルフィルターユニット（再生型）
HEPAフィルター用ボックス※1
HEPAフィルター用吹出しダクトフランジ
HEPAフィルター※5
中・高性能フィルターボックス※1
中性能フィルター（捕集率65%）※4
高性能フィルター（捕集率90%）※3
予備フィルター
フィレドンフィルター

フロンガス警報器用インターフェース
フロンガス警報器（熱伝導式）
遮断弁キット

吹出ダクト用相フランジ
後ろ塞ぎパネル

吹出ダクトフランジ
外気取入フランジ
プレナムチャンバー
吸込ダクトフランジ
ベーパーパン加湿器
蒸気スプレー加湿器

電気ヒーター（補助）
電気ヒーター（再加熱）

蒸気・温水ヒーター（暖房・再熱用）

室内ユニット

■

－

▲

▲
▲

▲
■

▲
▲

－
▲
▲
▲
▲

●
▲ ■

▲ ■

▲
▲
▲
▲
▲ ■

▲

▲

▲ ■
▲ ■

▲ ■
▲
▲ ■

■
●

■

■

■
■

■

MP80形・
MP140形 

※2

※2

※6

－

▲
▲

■

■

風
路
部
品

安
全
部
品

電
気
部
品

加
湿
器

▲ ■

※7

※1. 専用フィルターが必要となります。
※2. 弊社指定 日本電化工機株式会社にて対応。

または冷熱システム製作所内で受注対応いたし
ます。

※3. JIS B 9908：2011 粒子捕集率（粒径別）
0.7μm：90％、0.4μm：85％（比色法90％相当）

※4. JIS B 9908：2011 粒子捕集率（粒径別）
0.7μm：65％、0.4μm：60％（比色法65％相当）

※5. JIS B 9927:1999　
※6. 3・5馬力の再加熱用電気ヒーター受注対応の

場合、形名が受注形名となります。
※7. 室外ユニット内蔵のため設定がありません。
※8. 凍結防止ヒーターとドレンソケット、および集中ドレ

ンパンとの併用はできません。周囲温度0℃以下
になるところでは使用しないでください。

耐塩害、耐重塩害仕様にも受注にて対応いたします。

●：標準仕様　　▲：別売部品で対応可　　■：受注対応可　　－：対応不可

注. 冷房運転で圧縮機の24時間連続稼動が必要となる特殊空
調用途ではご使用になれません。

■仕様表
セット形名（馬力） PFHV-MP80DMJ

（3馬力）
PFHV-MP140DMJ

（5馬力）
室内ユニット形名 PFAV-MP80DMJ PFAV-MP140DMJ

室外ユニット形名 PUHV-MP80DMJ PUHV-MP140DMJ

電　源 三相200V（50/60Hz）
7.1（8.0）
8.0（10.8）
1.72
1.97
4.8
0.89

1750×760×537
135
27
30
1.2

981×1050×330（+40）
96

全密閉形
1.60
0.200
74

前、右、後、下
70
80
50/40

φ9.52/φ15.88

－

能　力（最大） kW
kW
kW
kW

mm
kg

m3/min
Pa
kW
mm
kg

kW
kW
dB

m
m
m
mm
℃

消費電力

APF2015
SHF

室内
ユニット

室外
ユニット

三相200V（50/60Hz）
12.5（14.0）
14.0（16.0）
3.98
3.73
4.1
0.84

1750×760×537
137
45
30
1.2

981×1050×330（+40）
96

全密閉形
2.93
0.200
74

前、右、後、下
70
80
50/40

φ9.52/φ15.88

－

延長配管

高低差内外
接続配管径
運転可能外気温度範囲
高圧ガス保安法区分

受注生産品 受注生産品  一般空調用  一般空調用
PFHV-MP80DMJ-C

（3馬力）
PFHV-MP140DMJ-C

（5馬力）
PFAV-MP80DMJ PFAV-MP140DMJ

PUHV-MP80DMJ-C PUHV-MP140DMJ-C

三相200V（50/60Hz）
7.1（8.0）
8.0（10.8）
1.72
1.97
4.8
0.89

1750×760×537
135
27
30
1.2

981×1050×330（+40）
95

全密閉形
1.60
0.200
74

前、右、後、下
70
80
50/40

φ9.52/φ15.88

－

三相200V（50/60Hz）
12.5（14.0）
14.0（16.0）
3.98
3.73
4.1
0.84

1750×760×537
137
45
30
1.2

981×1050×330（+40）
95

全密閉形
2.93
0.200
74

前、右、後、下
70
80
50/40

φ9.52/φ15.88

－

冷　房
暖　房
冷　房
暖　房

高さ×幅×奥行

高さ×幅×奥行

形　式
出　力

実　長
相当長
（外上）/（外下）
液/ガス
冷房/暖房

外形寸法
質　量
風　量
機外静圧（50Hz/60Hz）
電動機出力
外形寸法
質　量

圧縮機

送風機電動機出力
騒音PWL
配管取出し方向

乾球－15℃～43℃/湿球－20℃～15.5℃乾球－15℃～43℃/湿球－20℃～15.5℃

注1.冷暖房能力および運転特性はJISB8616:2025およびJRA4002:2025による条件（冷房時：室内側吸込空気乾球温度
27℃ 湿球温度19℃、室外側吸込空気乾球温度35℃、暖房時：室内側吸込空気乾球温度20℃、室外側吸込空気乾球温度
7℃湿球温度6℃）での値です。（　）内は最大値を示します。　注2.騒音値はJISB8616:2025「パッケージエアコンディショナの
音響パワーレベル試験方法」に基づいた値です。実際に据え付けた状態で測定すると、周囲の騒音や反響などを受け、表示値より大きくなるのが普通です。 注3.組み込む別売部品の種類によっては電気
特性、風量、機外静圧、騒音値等が変化する場合があります。詳細は設計工事マニュアル、冷熱ハンドブックをご覧ください。　注4.室内ユニット周囲空気が露点温度23℃以上で長時間運転されますと、
室内ユニットの結露水が垂れて水漏れに至るおそれがあります。そのような条件で使用する可能性がある場合は、室内ユニットの表面全てに断熱材（10～20mm）を追加し、結露しないようにしてください。
注5.本製品を長く安心してお使いいただくためには定期的な保守・点検が必要です。各部品の点検・保全周期については日本冷凍空調工業会発行のガイドラインを参考にしてください。　注6.データモニタ
リング機能は、2リモコンでご使用の場合「主－従」設定で「主」に設定したリモコンのみご使用できます。　注7.外気を取り入れて使用するときは、必要に応じてリモコンサーモまたは別売部品の温度センサー
（PAC-SE40TS-W）へ変更してください。　注8.冷房運転時下記の場合は安定した運転のためにエアガイド（P80・140形）の取付が必要です。　
・室外ユニット吸込温度が－5℃未満の場合　・室外ユニット吸込温度が10℃以下で風や雪の影響を受ける環境の場合

13343835〈IP〉 2026年9月作成この印刷物は、2026年9月の発行です。なお、お断りなしに仕様を変更することがありますのでご了承ください。

冷熱システム製作所　〒640-8686 和歌山市手平6-5-66

設備用 パッケージエアコン


